
１．デザイン開発技術

２．情報処理技術

３．精密加工技術

４．製造環境技術

５．接合・実装技術

６．立体造形技術

７．表面処理技術

８．機械制御技術

９．複合・新機能材料技術

１０．材料製造プロセス技術

１１．バイオ技術

１２．測定計測技術

○適切な測定計測や信頼性の高い検査・評価等を実現するため、ニーズに応じ
たデータを取得する測定計測技術

○具体的には、
・研究開発、製品等の製造行程や品質管理等、幅広い分野で用いられ、品
質を向上させ付加価値の高い製品等を市場に提供するために利用される等、
ものづくり技術を支える重要な基盤として必要不可欠な技術
・Ｘ線、超音波、赤外線、核磁気共鳴等を用いて物体や人体の表面や内部
構造を侵襲することなく検査する技術（非破壊検査）や固体、液体、気体、
真空中等の物質を測定する技術、真空中で発生した荷電粒子等を利用して
物質の表面分析する技術、さらに、測定結果を評価・分析・解析する技術

など

測定計測技術とは・・・

特定ものづくり基盤技術「１２．測定計測技術」



川下分野 課題及びニーズ

共通
ア．高機能化
イ．計測機器のネットワーク化・センサフュージョン
ウ．小型化
エ．安全性・信頼性の確保
オ．省エネルギー化・エネルギーハーベスティング
カ．低コスト化

医療 ア．生体親和性の向上及び人体にとって安心・安全
な技術

イ．使用者の感性価値の向上
ウ．利便性の向上
エ．センサネットワークソリューション（在宅健康管理シ
ステム、パーソナルヘルスケアサービス等）

環境・エネルギー

ア．環境アセスメント
イ．天然資源探索
ウ．エネルギーマネジメント

インフラ産業

ア．構造物の信頼性向上

自動車

ア．搭載数の増加に耐えうる小型化・軽量化
イ．高機能化
ウ．コスト競争力

特定ものづくり基盤技術「１２．測定計測技術」 川下製造業者等が抱える課題及びニーズ

川下分野 課題及びニーズ

スマートホーム

ア．搭載数の増加に耐えうる小型化・軽量化
イ．高機能化、エネルギー効率の向上
ウ．コスト競争力

農業

ア．ＩＴ、ＩｏＴを活用したシステムによる農業の生
産性向上

イ．農産物等・関連ビジネスの付加価値の向上
ウ．農産物等の海外展開



特定ものづくり基盤技術「１２．測定計測技術」 高度化目標の達成に資する特定研究開発等の実施方法

技術開発の方向性

（１）機能向上に対応した技術開
発の方向性

①ＭＥＭＳ技術等の導入
②収集可能なデータの増加
③情報通信技術の進展によるネットワークの高速化
④大容量化
⑤データ管理・分析技術の向上

（２）環境配慮に対応した技術開
発の方向性

①自立電源機能
②超低消費電力機能

（３）管理技術に対応した技術開
発の方向性

①大量生産に対応できるプロセス
②歩留まり率の向上
③試験体・評価対象の整備

（４）ＩｏＴ、ＡＩ等を活用した
製品・サービスの高度化等に向けた
技術開発の方向性

①上記（１）から（３）までを踏まえたＩｏＴ、ＡＩ等を支える測定計測技術の高度化
②ＩｏＴ、ＡＩ等を活用した技術開発
a）センサ技術等を活用した信頼性の高いデータの取得・蓄積
b）ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による設備等の予知保全・遠隔保守、運用最適化、匠の技のデジタル化等を通じた測定
計測に係る技術開発の効率化・生産性向上
c）ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による新たなサービス創出



サポイン採択年度 プロジェクト名 研究開発体制

平成26年度
内面欠陥検査・径測定・真円度測定を同時に可能にする
レーザー3次元内面検査装置の実用化開発

シグマ(株)、(国研)産業技術総合研究所、
(公財)ひろしま産業振興機構

平成26年度
革新的電気化学検出法を用いた
高感度エンドトキシン検査装置の開発

(株)インテリジェント・コスモス研究機構、(株)アイ・ティ・リサーチ、
東北大学原子分子材料科学高等研究機構

特定ものづくり基盤技術「１２．測定計測技術」 研究開発事例








